
分光日射観測とデータ同化によるエアロゾル・雲の地表面放射収支に与える影響監視に関する研究

エアロゾル分布の把握

雲分布再現性の向上

「地球観測の実施方針」（文部科学省）
・ 放射過程の解明の必要性
・ 気候変動メカニズム解明

○ 精密な分光日射計による地上観測
○ エアロゾル分布解明
○ 雲分布再現性の向上
○ 放射収支の不確実性の低減
（気候変動予測の上で最大の不確定要因の一つ）

データ同化
技術の開発

モデルの改良

成果・波及効果

・放射収支の影響監視技術の確立
・放射収支の不確実性低減
・地球温暖化予測の精度向上

成果

サブ課題２：全球・領域エアロゾル輸送モデルを用いた
エアロゾル分布の解明と雲分布再現性の向上

衛星観測
データなど

データ同化

全球・領域エアロゾル輸送モデルの検証・改良

入力
データ

改善したモデルの利用

検証
データ
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サブ課題１：地上分光日射観測による
エアロゾル・雲の地表面放射収支への影響監視

エアロゾル・雲の光学特性
光学的厚さ,SSA,粒径,etc

・分光日射量の監視
・エアロゾル・雲の実態把握

高精度の観測
を維持

積分球を用いた校正
(ランプ)

分光放射計
の検定定数
の決定
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エアロゾルの輸送

【現状】
・近赤外域の日射変動要因が不明
・雲の特性の放射影響が不明

観測データ（実態解明、検証、入力データ）

エアロゾル

散乱
散乱

雲

放射収支観測

地表面分光放射観測
（直達・散乱）


